
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 基本施策 基本 

理念 

１-１ 子育て支援のネットワークづくり 

１-２ 児童の健全育成 

２-１ 子どもや母親の健康の確保 

２-２ 「食育」の推進 

２-３ 思春期保健対策の充実 

２-４ 小児医療等の充実 

３-１ 次代の親の育成 

３-２ 子どもの生きる力の育成に向け

た学校教育環境の整備 

３-３ 家庭や地域の教育力の向上 

３-４ 子どもを取り巻く有害環境対策

の推進 

４-１ 良質な住宅・居住環境の確保 

４-２ 安心して外出できる環境の整備 

４-３ 安全・安心まちづくりの推進等 

５-１ 多様な働き方の実現や男性を含

めた働き方の見直し等 

６-１ 子どもの交通安全を確保するた

めの活動の推進 

６-２ 子どもを犯罪等の被害から守る

ための活動の推進 

６-３ 被害にあった子どもの保護の推

進 

７-１ 児童虐待防止対策の充実 

７-２ ひとり親家庭の自立支援の推進 

７-３ 障害児施策の充実 

安
心
の
子
育
て
を
，
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち 

竹
原 

第１期子ども・子育て支援事業計画体系図 

３子どもの健やかな成長

を目指した教育環境の

整備 

４子育てを支援する生活

環境の整備 

６子ども等の安全の確保 

７要保護児童への対応な

どきめ細かな取組の推

進 

２母性や乳幼児等の健康

の確保及び増進 

１地域における子育ての 

支援 

５職業生活と家庭生活と

の両立の推進 

・子育て世帯への効果的な情報提

供が求められている。 

・ボランティアの高齢化等が進

み，幅広い世代の支援者の確保が

できていない。 

・児童館活動等への参加が減少 

・不登校等は個別的かつ継続的な

対応が求められている。 

・小中学生への食に対する理解を

図るための取組が進んでいない。 

・幼児を対象とした食に関する学

習機会への参加が少ない。 

・産科医療の確保が難しい。， 

問題点等 

・講座等への参加者が固定化して

いる傾向にある。 

・親プロコーディネーターの育成

が進んでいない。 

・確かな学力向上に向けて，学校

ごとの取組や課題の差がある。 

・公共施設等で，便器をはじめ子

ども用設備が整っていない。 

・本庁舎の老朽化が進んでいる。 

・子どもの安心・安全のための「こ

ども 110 番の家」制度が十分周

知されていない。 

・働き方についての講演会の参加

人数や団体数が減少している。 

・次世代育成支援一般事業主行動

計画の事業所への啓発が進んでい

ない。 

・保育所での障害児受入に当たっ

ての職員の資質向上が求められて

いる。 

・発達障害について周知が不十分

で，市民の関心が低い。 

資料３ 


